
■車両待機場Ⅰ（約80台分）の拡張
：令和3年12月1日供用開始

■車両待機場Ⅱ（約160台分）の整備
：令和4年1月31日供用開始

②車両待機場の整備

既設部分
（約200台分）

拡張部分
（約80台分）

夢洲コンテナ車整理場Ⅱ供用後

R4.2.14 13：00頃

≪幹線道路の状況≫
夢洲コンテナ車整理場追加整備前

進捗状況２
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⑤-2空コンテナ返却場所一時移転

・・・ 実入りコンテナ

・・・ 空コンテナ

②空コンテナ
返却（昼間）

≪通常≫

夢洲コンテナターミナル

倉庫など
（貨物の取り出し）

①実入コンテナ
引取（昼間）

≪社会実験時≫

倉庫など

（貨物の取り出し）

①実入コンテナ
引取（昼間）

②空コンテナ
返却（昼間）

咲洲
空コンテナ置場
（一時仮置き）

③空コンテナ
回送（夜間）

夢洲コンテナターミナル

⑤-1船舶着岸場所一時移転（咲洲C6,7埠頭ガントリークレーン整備）

・ガントリークレーンの設計業務・岸壁性能照査業務について、令和3年10月より実施中。
（ガントリークレーンの前倒し整備について検討中）

咲洲空コンテナ置場

咲洲

夢洲

【令和3年度社会実験の実施内容】
 実施時期 ：令和3年10月18日～30日（日曜日を除く12日間）
 実施場所 ：南港C1地区西荷さばき地（約1.5ha）
 実施事業者 ：DICT構成の港運事業者6社

（上組、近畿港運、山九、住友倉庫、日新、三菱倉庫）
 実施本数 ：1,070本（平日1,038本、土曜32本）

社会実験実施状況

進捗状況３
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